
つ
が
る
市
ネ
ブ
タ
ま
つ
り

つ
が
る
市
ネ
ブ
タ
ま
つ
り

横町町内会「孫
そんごくう

悟空、閻
えんまちょう

魔庁を騒
さわ

がす」 萢中ねぶた愛好会「鍾
しょうき

馗」

有楽町町内会「赤
あかおに

鬼」

市民ネブタ実行委員会「不
ふどうみょうおう

動明王と悪
あ く ま き

魔鬼」

　
７
月
26
日
・
27
日
、
ネ
ブ
タ
ま
つ
り
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
団
体
は
例
年
の
半
数
以
下
の
４
団
体
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
が
、
待
ち
に
待
っ
た
「
じ
ゃ
わ
め
ぐ（
血
が
騒
ぐ
）」
ネ
ブ
タ
が
人
々

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
26
日
は
市
商
工
会
前
で
出
陣
式
が
行
わ
れ
、
今
年
出
場
し
た
４
団
体
が

囃
子
を
共
演
。
そ
の
後
各
団
体
の
ネ
ブ
タ
を
披
露
。
27
日
は
合
同
運
行
が

行
わ
れ
、
市
商
工
会
前
～
銀
杏
ケ
丘
公
園
間
を
往
復
し
、
復
路
の
長
谷
川

食
品
前
の
交
差
点
に
は
、
４
団
体
が
結
集
。
ま
つ
り
最
後
の
喧
嘩
太
鼓
が

鳴
り
響
く
と
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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つがる市はたちを慶ぶ会つがる市はたちを慶ぶ会
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はたちの抱負はたちの抱負
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催
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７
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迎
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踏
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。
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